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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野（５１、５２、６１
、６２）を商用車（１）の運転室内で表示するための商用車用の視覚システム（１０）で
あって、
　前記運転室内の表示部（２０）と、
　取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）と、
　前記取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）によって取得された画像を処理し
て表示のために前記表示部（２０）に与える計算部（３８）と、
　を備え、
　前記取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）は、
　少なくとも、前記主ミラーの視野を内包する第１の画像（２２）と、前記広角ミラーの
視野のうち少なくとも前記主ミラーの視野とは異なる部分を内包する第２の画像（２３）
と、を含む複数の画像を取得し、
　前記計算部（３８）は、
　前記第１の画像（２２）および前記第２の画像（２３）が共通の視点を有するように、
前記複数の画像が互いに継目なく直接的に隣り合うように共通画像（２１）を組み立て、
　前記第１の画像（２２）および前記第２の画像（２３）は、
　前記商用車の長手方向では表現が揃っており、少なくとも前記第２の画像（２３）は、
画像視線方向に実質的に直角で水平な少なくとも１つの広角方向において、人間の目が自
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然に知覚するよりも大きな広角画角を有するために歪んでいる一方、前記第１の画像（２
２）は、前記第２の画像（２３）の広角方向において実質的に歪んでおらず、
　少なくとも前記第２の画像（２３）が、少なくとも第１の修正領域（２４）において、
広角方向での画像の伸びが減少するよう広角方向において修正されており、
　少なくとも前記第１の修正領域を含む修正領域（２４、２６、２８、３０）と非修正領
域との境界線（３１）が、アーチ状の非線形関数または非定数の線形関数を描く、
　視覚システム。
【請求項２】
前記共通画像（２１）は、
　前記第１の修正領域（２４）とは異なる少なくとも１つの第２の修正領域（２６、２８
、３０）を含んでおり、前記第２の修正領域では、前記複数の画像の少なくとも１つが、
前記商用車の長手方向および前記複数の画像の広角方向の少なくとも一方の方向において
、当該方向での画像の伸びが減少するように修正された、
　請求項１記載の視覚システム。
【請求項３】
前記複数の画像の２つの間の画像境界線（３３）が、アーチ状の非線形関数を描いている
か、または
　前記複数の画像の２つの間の画像境界線（３３）が、非定数の線形関数を描いており、
　修正領域（２４、２６、２８、３０）と非修正領域の間の前記境界線（３１）が、前記
複数の画像の２つの間の前記画像境界線（３３）と同一の線種で表される、
　請求項１記載の視覚システム（１０）。
【請求項４】
前記計算部（３８）は、
　すべての前記複数の画像が共通の視点を有するように、すべての前記複数の画像を前記
共通画像（２１）へと、互いに継目なく直接的に隣り合うように組み立てる、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項５】
前記取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）は、
　前記複数の画像の少なくとも２つを撮影するために、各画像に対応する別々の撮影部（
４１、４２、４３、４４）を備えた、
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項６】
前記取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）は、
　前記複数の画像の少なくとも２つを内包する画像を撮影するための１つの共通の撮影部
（４５）を備えた、
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項７】
前記共通画像（２１）の上側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域（２６）お
よび下側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域（２８）の少なくとも一方は、
　前記第１の画像（２２）に前記商用車の長手方向において隣り合い、前記第２の画像（
２３）に前記商用車の長手方向において隣り合い、かつ、前記商用車の長手方向において
前記第１の修正領域（２４）に隣り合う、
　請求項６記載の視覚システム（１０）。
【請求項８】
前記共通画像（２１）の上側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域（２６）お
よび下側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域（２８）の少なくとも一方は、
　前記第１の画像（２２）に前記商用車の長手方向において隣り合い、かつ、前記第１の
修正領域（２４）に前記第２の画像（２３）の広角方向において隣り合う、
　請求項６または７に記載の視覚システム（１０）。
【請求項９】
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前記共通画像（２１）の上側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域（２６）お
よび下側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域（２８）の少なくとも一方は、
　前記第１の画像（２２）に前記商用車の長手方向において隣り合い、かつ、前記第１の
修正領域（２４）に少なくとも部分的に重なり合う、請求項６ないし８のいずれか１項に
記載の視覚システム（１０）。
【請求項１０】
少なくとも１つの第２の修正領域（２８）は、
　前記第１の画像（２２）にのみ、前記第２の画像（２３）の広角方向における前記第１
の画像（２２）の前記商用車側において隣り合う、
　請求項６ないし９のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１１】
前記計算部（３８）は、
　少なくとも前記第１の画像（２２）および前記第２の画像（２３）が継目なく直接的に
隣り合うように組み立てられた前記共通画像（２１）に対し、さらに前記複数の画像のう
ちの少なくとも１つを重ねる、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１２】
前記第２の修正領域（３０）は、
　前記共通画像（２１）に重ねられた前記複数の画像のうちの前記少なくとも１つの画像
内に存在する、
　請求項１１記載の視覚システム（１０）。
【請求項１３】
前記計算部（３８）は、
　前記商用車が所定の走行状態である場合に、少なくとも前記第１の画像（２２）および
前記第２の画像（２３）が継目なく直接的に隣り合うように組み立てられた前記共通画像
（２１）に対し、さらに前記複数の画像のうちの少なくとも１つを重ねる、請求項１１ま
たは１２に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１４】
前記共通画像（２１）はさらに、
　２つの隣接する画像にそれぞれ含まれた前記修正領域（２４、２６、２８、３０）どう
しを互いに視覚的に分離するための視認可能な画像境界線（３３）を有する、
　請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１５】
前記複数の画像の少なくとも１つは、
　商用車サイド領域（３Ａ）および商用車フロント領域（３Ｂ）の少なくとも一方を含み
、
　前記計算部（３８）は、
　前記共通画像（２１）内で前記商用車サイド領域（３Ａ）および前記商用車フロント領
域（３Ｂ）の少なくとも一方が示されるように前記複数の画像を組み立てる、
　請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１６】
前記計算部（３８）は、
　前記修正領域（２４、２６、２８、３０）の少なくとも１つについて、広角方向および
長手方向の少なくとも一方において、ｎ列ごとに１列のピクセル列を除外することによっ
ておよび／または広角方向および長手方向の少なくとも一方においてにおいてｋ列ごとに
１列のピクセル列を残留させることによって間引きを行い、ｎはｎ≧２の自然数であり、
ｋはｋ≧２の自然数である、
　請求項１ないし１５のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１７】
前記ピクセル列におけるｎ列ごとの除外またはｋ列ごとの残留は、それぞれの前記画像の
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全体において、間引きの対象となる広角方向および長手方向の少なくとも一方について当
該方向わたって均等に行われる、
　請求項１６記載の視覚システム（１０）。
【請求項１８】
前記計算部（３８）は、
　前記修正領域（２４、２６、２８、３０）の少なくとも１つについて、広角方向および
長手方向の少なくとも一方において、ピクセル列を除外することによって間引きを行うと
ともに、前記除外されたピクセル列の数は、前記商用車（１）からの距離が増すにつれて
増加し、好ましくは均一に増加する、
　請求項１ないし１６のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【請求項１９】
　前記間引きは、前記第１の修正領域（２４）では広角方向に関してのみ行われ、および
／または前記第２の修正領域（２６、２８、３０）の１つでは長手方向に関してのみ行わ
れる、
　請求項１６または１８に記載の視覚システム（１０）。
【請求項２０】
前記間引きは、それぞれの前記画像の全体にわたって、間引きの対象となる広角方向およ
び長手方向の少なくとも一方において前記商用車（１）からの距離が増すにつれて前記除
外されるピクセル列の数が均一に増加するように行われる、
　請求項１８記載の視覚システム（１０）。
【請求項２１】
前記複数の画像の１つが、アンダーミラーの視野（視野Ｖ）を内包しており、かつ／また
は前記複数の画像の１つが、フロントミラーの視野（視野ＶＩ）を内包している、
　請求項１ないし２０のいずれか１項に記載の視覚システム（１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドイツに関してはたとえば欧州経済委員会規則ＥＣＥ　Ｒ４６で定義されて
いるような、主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野（視野ＩＩまたは視野Ｉ
Ｖ）を、商用車の運転者に対して視認可能に表示することができる商用車用の視覚システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　原動機付きの車両（motor vehicle）の場合、たとえばオートバイ、人輸送のための原
動機付きの車両、物資輸送のための原動機付きの車両などのような原動機付きの車両のタ
イプに応じて、いわゆる視野が法的に定められている。この視野は、ミラーなどの間接視
界用のデバイスによって結像されなければならず、かつ運転席に座っている運転者によっ
て、間接視界用のデバイスを介していつでも視認可能でなければならない。
【０００３】
　たとえばトラックまたはバンのような商用車の場合、運転者側および同乗者側の主ミラ
ーがこの間接視界用のデバイスに属している。主ミラーにより、車両運転者は、運転者の
目の位置の後方に法的に規定された距離をおいて地平線まで延びている、車道の平らで水
平な部分を、ある程度の幅で視認することができる。また、運転者の目の位置の後方に比
較的短い距離をおいて始まっている比較的幅の狭い地帯が、このミラーによって運転者に
視認可能でなければならない。以下の説明では、主ミラーによって法的に視認可能と定め
られた車両付近の領域を、主ミラーの視野と言う。
【０００４】
　商用車には、主ミラーの視野だけでなく、通常は広角ミラーによって結像される視野も
視認可能であることが求められている。広角ミラーでは、車両の長手方向にある程度の距
離をおいて運転者の目の位置の後方の領域が視認される。この領域は、主ミラーによって
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視認可能な領域より幅が広い一方、車両に沿った長さはある程度の長さだけ延びていれば
よい。ここで、広角ミラーとは、人間の目の自然な印象に対応する画角（人間の目が自然
に知覚する画角）より大きな画角、つまり４０～５０°より大きな画角を捕捉できるミラ
ーをいうものとする。
【０００５】
　通常は、それぞれの法的に定められた視野が結像される主ミラーおよび広角ミラーが、
車両サイドにそれぞれ、たとえば上下に配置されている。しかし、このことは、事故の危
険性のある状況を回避できるように運転者が車両周囲を認識するためには、一方の車両サ
イドを視認するだけでも２つのミラーを同時に観察しなければならないことを意味してい
る。同時に、主ミラーと広角ミラーとはミラーの画角が異なるために歪みが異なっており
、ミラーに結像された物体が車両に対してどこに存在しているのかという不安を運転者に
感じさせる可能性がある。
【０００６】
　これらのミラーの代わりとして、車両用の、なかでも商用車用の視覚システムが開発さ
れている。この視覚システムにより、車両運転者は車両周囲の領域を一目瞭然に簡単に観
察することができる。同時に、この視覚システムは、ミラーに比べて車両周囲の気流への
影響を最小限にすることができるため、燃料消費量を低減させることが期待できる。この
ような視覚システムは、たとえばカメラまたはその他の画像センサーによって実現可能な
少なくとも１つの撮影部と、たとえばディスプレイなどの運転室内の表示部と、を含む。
撮影部によって撮影された画像は、運転室内の表示部で表示される。
【０００７】
　独国特許出願公開第１０２０１１０１０６２４号明細書には、法的に定められた視野を
結像できる商用車用の視覚システムが記載されている。この文献に記載された視覚システ
ムでは、走行中に永続的に表示するよう法的に定められている視野の少なくとも２つが、
継続的かつリアルタイムで運転室内の表示部に表示される。これらの視野は、１つの共通
表示で、たとえば相並べて示される。これらの視野を重ね合わせて表示部に表示すること
も知られている。
【０００８】
　また、独国特許発明第１９９００４９８号明細書に開示されているように、原動機付き
の車両において後方の観察空間を視認するための方法および機構が知られている。この方
法および機構の場合、観察空間は真っ直ぐ後方の領域および死角領域を含んでおり、スク
リーンに結像される。この死角領域は、真っ直ぐ後方の領域よりも大きな角度範囲で捕捉
される。それぞれの領域の角度範囲は、互いに独立したカメラ素子によって撮影される。
さらに、それぞれの領域は、分割されたまたは２つのセグメントから成るスクリーンに、
各領域の角度範囲の大きさに反比例する幅比率で並べて表示される。
【０００９】
　また、独国特許出願公開第１０２０１２００１８３５号明細書に開示されているように
、同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野を商用車の運転室
内で表示するための商用車用の視覚システムが知られている。この視覚システムは、運転
室内の表示部、取得部、および計算部を含んでいる。取得部は、少なくとも、主ミラーの
視野を内包する第１の画像と、広角ミラーの視野のうち少なくとも主ミラーの視野の部分
ではない部分を内包する第２の画像とを取得するよう構成されている。少なくとも第２の
画像は、広角方向において人間の目が自然に知覚するよりも大きな広角画角を有しており
、したがって歪んでいる。一方、第１の画像は、第２の画像の広角方向において実質的に
歪んでいない。計算部は、第１の画像および第２の画像が共通の視点を有するように、か
つ、第２の画像が少なくとも修正領域では広角方向の画像の伸びが減少するように修正し
て、第１の画像および第２の画像を継目なく直接的に隣り合わせた共通画像を組み立てる
よう構成されている。第１の画像および第２の画像の表現は、広角方向に直角な商用車の
長手方向では揃っている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２０１１０１０６２４号明細書
【特許文献２】独国特許発明第１９９００４９８号明細書
【特許文献３】独国特許出願公開第１０２０１２００１８３５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の課題は、同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野
（視野ＩＩおよびＩＶ）を商用車の運転室内で表示するための商用車用の視覚システムで
あって、運転者がその車両に対する障害物の空間的な位置関係を簡単に認識できると同時
に、継続的に、つまりたとえばイグニッションで中断されることなく、かつ確実にリアル
タイムで、同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの視野が表示される商用車用の視
覚システムを提供することである。さらにこのシステムは、人間工学的に好ましく設計さ
れるべきである。つまりこの視覚システムは、運転者が、可能な限り、画像を把握するた
めに長時間を要することなく、問題なく車両周囲の視認された領域内で位置関係を認識で
きるように設計されるとよい。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この課題は、請求項１の特徴を有する商用車用の視覚システムによって解決される。好
ましい実施形態は従属請求項に提示されている。
【００１３】
　本発明の基礎となる思想は、通常は一方の車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーで見
ることができる眺望を、１つの共通画像に組み立てることである。この共通画像は、持続
的であり、かつ少なくとも２つの個々の画像を、重ね合わせてまたは直接的に隣り合わせ
て組み立てられる。このため、運転者は、２つの表現（画角または歪みが異なる２つの画
像）を同時に観察する必要はなく、１つの表現（画角または歪みが揃えられた画像）だけ
を観察すればよく、また１つの表現を観察するだけで少なくとも一方の車両サイドの周囲
を完全に見通すことができる。さらに、共通画像は運転者のために可能な限り人間工学に
則って、すなわち画像が可能な限り現実に近くなるように形成されるとよい。したがって
本発明の基礎となるアイディアは、広角ミラー視野および主ミラー視野をそれぞれ１つ内
包しているとともに互いに画角または歪みが異なっている画像を、広角ミラー視野および
主ミラー視野を同時にカバーできるように共通画像へと組み立てることである。また、組
み立ての際、人間の目の自然な印象の画角に対応していない比較的大きな画角を有する画
像の少なくとも１つである第１の修正領域は、組み立てられた共通画像上での位置認識に
関する本質的な情報または人間工学を損なわないように、視角が異なることによって引き
起こされた歪みが画像間で唐突に変化するのではなく、混ざり込むように、境をはっきり
させずに移行するように、つまり画像間で異なる歪みに関係する唐突な変化が現れないよ
うに、修正されるとともに、比較的広角な画像の伸び（表現の歪み）が、縮小されるよう
に修正される。その際、修正領域と非修正領域の間の境界線の少なくとも１つは、アーチ
状の非線形関数または非定数の線形関数を描きうる。
【００１４】
　共通画像での修正領域と非修正領域の間の境界線の軌道が「非定数の線形関数」を描く
とは、共通画像での修正領域と非修正領域の間の境界線の軌道が、デカルト座標系の軸の
１つに対して平行でないということである。このデカルト座標系の１つの軸とは、車両中
央面（路面に垂直かつ車両長軸に平行な面）と地面の交差軸であり、この交差軸上を車両
が移動する。つまり、たとえば車両長手軸が共通画像の一方の側縁に平行に走っている長
方形の共通画像では、境界線は、共通画像のどちらの側縁にも平行に走っていない区間を
少なくとも１つ有している。したがって境界線の少なくとも１つの区間は、共通画像の一
方の側縁に対してある所定の角度をなす。
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【００１５】
　共通画像での修正領域と非修正領域の間の境界線の軌道が「非線形関数」を描くとは、
修正領域および／または画像の境界線の軌道が、少なくとも部分的にアーチ状の、つまり
曲率が０ではない少なくとも１つの区間を有するということである。
【００１６】
　非線形関数または非定数の線形関数としての修正領域と非修正領域の間の境界線の少な
くとも１つの形態により、特定の領域、とりわけ危険性のある領域での共通画像を、運転
者に対してより良好に表示することができ、より現実に近い表現を生じさせ得る。
【００１７】
　また、共通画像は、第１の修正領域とは異なる少なくとも１つの第２の修正領域を含ん
でもよい。この第２の修正領域では、複数の画像の少なくとも１つ（好ましくは第１およ
び第２の画像とは違う画像）が、商用車の長手方向および／または複数の画像の広角方向
において、当該方向での画像の伸びが減少するように修正されている。この広角方向は、
たとえば第１もしくは第２の画像の広角方向またはそれぞれ修正される画像の広角方向で
ある。
【００１８】
　計算部はさらに、複数の画像のうち第１および第２の画像を内包しない少なくとも１つ
の画像を、共通画像内に重ねてもよい。この重畳する画像は、好ましくは、共通画像のう
ちその時の走行状態では危険性のない領域が含まれている位置で、共通画像に挿入される
。この重ねる位置は、たとえば比較的速い速度での直線走行の際には、共通画像のうち車
両後方の地平線付近または車両のサイド前方の領域であり、曲がる際は、共通画像のうち
後方の地平線のある領域である。これにより、たとえばそれぞれの走行状況に応じて、車
両周囲の特に危険性のある領域を、十分に、かつ高い解像度または大きな情報量で示すこ
とができる。このため、車両周囲の領域への視界を拡張することができ、かつ、車両運転
者のための利便性を改善する。さらにこれにより、危険性のある領域の情報量を増やすこ
とができるとともに、危険性のない領域が不必要に表示されない。
【００１９】
　計算部は、すべての複数の画像が共通の視点を有するように、すべての複数の画像を共
通画像へと、互いに継目なく直接的に隣り合うように組み立てることが好ましい。この場
合、比較的現実に近く知覚される共通画像を組み立てることができるとともに、この共通
画像上では運転者が迅速に位置認識することができる。また、この場合、たとえ広角ミラ
ーまたは広角レンズでは通常の歪みが画像の広角領域で相変わらず存在しているがゆえに
大きな画像領域が表示され得るとしても、共通画像を比較的現実に近く知覚させることが
できる。これに加え、共通画像内に車両基準が存在していると、より現実に近い表現また
は運転者の画像上での位置認識を改善することができる。この車両基準は、たとえば画像
取得部によって撮影された画像内に一緒に含まれる車両領域（たとえば運転室の後部の縁
、運転室の側面の部分、もしくはそれに類する領域）であってもよいし、これらの車両領
域に対応するもので後から画像に重ねられるものであってもよい。
【００２０】
　複数の画像を、その長手方向および広角方向での広さが揃うように組み立てることも、
画像上での簡単で混乱のない位置認識に寄与する。これにより、画像領域に応じて解像度
が異なる１つの画像という印象が生じる。広角画像に関しては、画像中央では、共通画像
の歪んでいない部分、つまり第１の画像に由来する部分とそれほど異なっていない。一方
、車両長手軸に実質的に直角な広角方向に対応する画像幅方向、および／または車両長手
軸に平行な画像長手方向には、この処理がされていない（撮影されたままの）画像に比べ
て圧縮されている。
【００２１】
　したがって本発明による表現により、広角ミラーの大きな視界も表示することができ、
運転者にとって見慣れているように、あまり歪んでいない主ミラー視界も表示することが
できる。さらに、車両周囲領域への視界を拡大するために、かつ好ましくは走行状況に起
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因する危険性のある領域を表示または注意喚起するために、運転者に対し、車両周囲のさ
らなる領域を表示することができる。
【００２２】
　「広角」とは、通常は、人間の目が自然に知覚する画角より大きな画角のことであり、
これは通常は４０～５０°超の画角である。また、共通の視点とは、複数の画像間で視線
方向が実質的に同一ということであり、第１の画像および第２の画像が互いに回転してお
らず、たとえば逆さまに配置されていないということである。「広角方向」とは、以下で
は、水平で一般的には地面に平行な方向のことであり、この広角方向に沿って、広角レン
ズまたは広角ミラーが広角モードで結像する。
【００２３】
　光学的な歪みまたは歪曲とは、光学系の幾何的な結像欠陥のことであり、この結像欠陥
は結像倍率を局所的に変化させる。この局所的な倍率変化は、光軸からの画素の距離が増
すにつれて拡大率が変化することに由来する。たとえば、画像の撮影のために広角機構を
使用する場合、画像エリアの周縁に向かって拡大が減っていくいわゆる樽型歪曲または樽
型歪みが存在している。樽型歪みの場合、画像中央では歪みが比較的少なく、ほとんど知
覚できず、歪みが人間の目の自然な印象によって生じる知覚に実質的に対応している。
【００２４】
　また、第２の画像について、第２の画像がすべての画像方向で広角画像として生成され
るか、または少なくとも１つの広角方向を有するように生成されることが考えられる。こ
の広角方向は、少なくとも、商用車の長手軸に対して実質的に直角な水平方向である。
【００２５】
　少なくとも第１の画像および第２の画像を含む複数の画像は、取得部により、次の２つ
の異なる適切な方式で取得することができる。
【００２６】
　１つの適切な方式を実現する好ましい一実施形態によれば、取得部は、主ミラーの視野
も広角ミラーの視野も内包する１つの画像を広角機構によって撮影するためのたとえば画
像センサーまたはカメラのような１つの共通の撮影部を有するとよい。この場合、主ミラ
ーの視野は、撮影された画像の中央領域にあることが好ましく、このとき主ミラーの視野
は実質的に歪んでいない。この場合、好ましい一実施形態では、画角がほぼ１８０°であ
ることができ、画像を生成するためにたとえば魚眼レンズまたはその類似物を使用するこ
とができる。この好ましい実施形態ではさらに変換ユニットが設けられる。この変換ユニ
ットは、たとえば計算部または取得部に組み込むことができ、撮影部によって撮影された
共通画像を複数の画像に分割する。
【００２７】
　もう１つの適切な方式を実現する代替的な好ましい一実施形態によれば、取得部は、複
数の画像のそれぞれ少なくとも１つを取得する複数の撮影部を有する。たとえば、第１の
画像および第２の画像のためにそれぞれ１つの撮影部が設けられる。この場合、第１の画
像のための第１の撮影部は、人間の目の自然な印象の画角に対応する画角を有することが
できる一方、第２の撮影部は広角機構であることができる。撮影部には、ここでもたとえ
ばカメラまたは画像センサーを使用することができる。
【００２８】
　有利な一実施形態によれば、第１の画像は、４０～５０°の仮想的な（バーチャルな）
視円錐を有しており、これは、人間の目の視円錐に対応する視円錐である。第１の画像は
、広角画像からこのバーチャルな視円錐に対応する中心領域を切り取ることによって生成
されてもよいし、４０～５０°の画角を有するレンズを用いて生成されてもよい。これは
第１の画像が実質的に歪んでいない、という印象を運転者に与えることを意味している。
【００２９】
　さらに、取得部は、さらなる画像のためにそれぞれ別々の撮影部を有してもよい。これ
らの撮影部は、それぞれさらなる視界を有する少なくとも１つの画像を撮影し、これらの
画像は、計算部により共通画像へと加工処理されてもよい。さらなる画像に対応する視界
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は、たとえば、少なくとも部分的にアンダーミラーの視野（視野Ｖ）および／または少な
くとも部分的にフロントミラーの視野（視野ＶＩ）を含んでいる。
【００３０】
　複数の画像の生成は、たとえばカメラまたは画像センサーのような適切な撮影部によっ
て行うことができる。撮影部としては、個々の画像センサーのような１つもしくは複数の
部分ユニットを備えた１つの撮影部や、互いに別々に車両に配置されている１つもしくは
複数の互いに独立した撮影部などが考えられる。撮影部または部分ユニットの少なくとも
１つは、広角での画像を生成するよう構成され、この広角画像は、必要に応じて第１およ
び第２の画像を、または第２の画像だけを内包することができる。さらに、撮影部または
部分ユニットの少なくとも１つを、少なくとも部分的には第１および第２の画像の部分で
はないさらなる車両周囲領域を含む画像を生成するよう構成してもよい。
【００３１】
　第２の画像を第１の画像とともに組み立てる際に、一方向でのみ、好ましくは商用車中
央面（路面に垂直かつ車両長軸に平行な車両中央面）に直角な方向でのみ修正処理する場
合、画像を組み立てた後の印象が特に自然なものとなる。したがってこの場合、運転者は
、画像に順応するために、および画像に示される有り得る障害物に対する車両位置の位置
を認識するために、長い適応時間を必要としない。つまり運転者は、観察の際に修正処理
をほとんど知覚しない。これには、商用車長手軸方向に沿って画像が揃っていることも寄
与している。
【００３２】
　さらに、共通画像の上側または下側の画像領域に配置する画像について、一方向でのみ
、好ましくは商用車中央面に平行な方向でのみ処理すると、画像を組み立てた後の印象が
特に自然なものとなる。したがってこの場合、運転者は、画像に順応するために、および
有り得る障害物に対する車両位置の位置を認識するために、長い適応時間を必要としない
。
【００３３】
　好ましい一実施形態によれば、複数の画像の１つまたは共同で撮影された画像が、商用
車のサイド領域および／またはフロント領域を内包している。この撮影された商用車サイ
ド領域および／または商用車フロント領域が共通画像内に表示されるように、計算部また
は変換ユニットは、第１および／または第２の画像を修正するまたははめ込むことができ
る。この方法としては、商用車サイド領域を第１の画像そのものとする方法や、共同で撮
影された画像から商用車サイド領域が第１の画像に含まれるように第１の画像を切り取り
、第１の画像の両側のうち商用車サイド領域側とは反対側で第２の画像が第１の画像に対
して隣接するように、複数の画像を共通画像へと組み立てる方法などが考えられる。さら
に、車両フロント領域を共通画像の複数の画像の１つに含むことができる。
【００３４】
　特に、第１および第２の画像を別々に撮影する際には、商用車サイド領域が第２の画像
に含まれるように撮影してもよい。この場合、商用車サイド領域が示されるように第１お
よび第２の画像を組み立てる際には、第２の画像に含まれる商用車サイド領域のとなりに
主ミラー視野を有する第１の画像の実質的に歪んでいない領域が表示され、そのとなりに
広角ミラー視野を有する第２の画像の歪んだ領域が表示されるように、この順序で各領域
を隣接させるとよい。この場合には、第１の画像と第２の画像の歪んだ領域との間以外で
は計算部による修正が必要ないことが好ましい。一方、第２の画像に含まれる車両サイド
領域は、好ましい位置では広角画像内で実質的に歪みなく表現され得るので、修正せずに
配置するだけでよい。ただし、この場合に２つの移行領域を設けてもよい。２つの移行領
域を設ける場合、第２の画像の実質的に中央の領域に第１の画像を埋め込み、この埋め込
んだ第１の画像の両側に隣接する各々の移行領域で、第２の画像の修正を広角方向におい
て行うとよい。
【００３５】
　複数の画像は、車両長手軸に実質的に平行な方向に延びている方向（車両長手方向）に
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見て揃えて組み立てられている。このため、地平線と運転室に隣接する共通の起点とを利
用できる。車両長手軸に揃えて組み立てることにより、運転者が容易に方角の見当をつけ
ることができるような通常の長方形の共通画像が生成される。これは、複数の画像が１つ
の共通の撮影部によって撮影される場合に容易に実現することができる。１つの共通の撮
影部によって撮影される場合、複数の画像は当然に望ましいように揃っているからである
。
【００３６】
　一実施形態では、取得部が、複数の画像を内包する１つの画像を撮影するための１つの
共通の撮影部と、撮影された画像から複数の画像を抽出する変換ユニットとを備えている
。したがって複数の画像は既に共通の視点を有している。
【００３７】
　さらなる一実施形態では、共通画像内の上側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修
正領域および／または下側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域がそれぞれ、
第１の画像および第２の画像に隣り合って存在しており、かつ商用車の長手方向において
第１の修正領域に隣り合っている。
【００３８】
　さらなる一実施形態では、上側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域および
／または下側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域がそれぞれ、第１の画像に
のみ隣り合って存在しており、かつ第１の修正領域には広角方向において隣り合っている
。
【００３９】
　さらなる一実施形態では、上側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域および
／または下側の画像領域内の少なくとも１つの第２の修正領域がそれぞれ、第１の画像に
のみ隣り合って存在しており、かつ第１の修正領域に対して少なくとも部分的に重なり合
っている。
【００４０】
　さらなる一実施形態では、少なくとも１つの第２の修正領域が、第２の画像の広角方向
における第１の画像の商用車側において、たとえば第１の画像にのみ隣り合っている。す
なわち、この実施形態では、少なくとも１つの第２の修正領域は、第１の画像の両側に隣
接する領域のうち第２の画像とは反対側の領域で、第１の画像にのみ隣り合って存在して
いる。
【００４１】
　好ましい一実施形態では、計算部がさらに、少なくとも第１の画像および第２の画像が
継目なく直接的に隣り合うように組み立てられている共通画像に対して、複数の画像の少
なくとも１つを重ねるよう構成されている。この共通画像に重ねるように挿入された画像
は、たとえば第１および第２の画像とは関連しておらず、したがって結果として生じる共
通画像には共通の視点がなくてもよい。挿入される画像に含まれる車両周囲領域は、たと
えば商用車の走行状態に応じて選択することができる。たとえば、ゆっくり前進している
際にはフロントミラーの視野を挿入してもよいし、カーブ走行の際にはたとえばアンダー
ミラーの視野などの商用車のすぐ横の領域の視野を挿入してもよい。
【００４２】
　好ましい一実施形態では、複数の画像のうち共通画像に重なっている少なくとも１つの
画像が、未処理で挿入されており、つまりこの画像には修正領域がない。さらなる一実施
形態では、複数の画像のうち共通画像に重なっている少なくとも１つの画像内に、少なく
とも１つの第２の修正領域が存在している。
【００４３】
　計算部が、複数の画像のうち第１の画像および第２の画像ではない少なくとも１つの画
像を共通画像に重ねるよう適合されている好ましい一実施形態では、取得部が、第１の画
像および／または第２の画像ならびに共通画像に重ねる画像の少なくとも１つを撮影する
１つの共通の撮影部を備えている。この場合、計算部は、共通の撮影部によって撮影され
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た画像から、第１の画像および／または第２の画像に対応する領域を共通画像のために使
用するとともに、共通の撮影部によって撮影された画像のうちの、共通画像に重なるよう
に挿入されるさらなる画像領域を使用する。
【００４４】
　さらなる一実施形態では、共通画像内で視認可能に明示的に表示されている境界線によ
り、修正領域および／または複数の画像が視覚的に明確に分離される。画像の境界線（画
像境界線）は、修正領域の境界線に関連して上述したように、非線形関数または非定数の
線形関数を描くことができる。好ましい一実施形態では、複数の画像間の画像境界線が、
修正領域と非修正領域の間の境界線と一致している。修正領域と非修正領域の間の境界線
（または画像境界線）の形状は、商用車の走行状態に応じて選択してもよい。たとえば、
走行状況にとって危険性のある領域内で一時的に視野を拡張するために、たとえばカーブ
走行であれば、線形で定数の境界線を非線形の境界線または非定数で線形の境界線へと変
更することができる。
【００４５】
　修正領域内での修正は、たとえば、修正すべき修正領域が存在しているそれぞれの画像
内で、広角方向および／または長手方向に向かって、ｎ列ごとに１列のピクセル列を除外
することによって行うことができる（ただしｎはｎ≧２の自然数）。もう１つの好ましい
修正方法は、ｋ列ごとに１列のピクセル列をそのままに残留させておくことである（ただ
しｋはｋ≧２の自然数）。ｋ列ごとに残留させる場合、たとえばｋ＝３の場合は、それぞ
れ２つの連続するピクセル列を削除し、各々３番目のピクセル列を残留させるとよい。
【００４６】
　たとえば、ｎまたはｋは、表示すべき画像幅全体にわたって（広角方向で）一定および
／または表示すべき画像高さ全体にわたって（長手方向で）一定である。
【００４７】
　この広角方向とは、第２の画像で表現されており、かつ第２の画像で実質的に画像幅方
向に現れる開き角度方向である。
【００４８】
　計算部は、それぞれの画像内の一部を修正領域として修正を行ってもよいし、それぞれ
の画像の表示すべき幅および／または高さの全体にわたって修正を行ってもよい。
【００４９】
　また、ｎまたはｋは、それぞれの画像の修正領域内で可変であってもよい。この場合、
好ましくは車両の近くでより大きなｎが使用され、車両からの距離が増すにつれて小さな
ｎが使用される。または、車両からの距離が増すにつれてより大きなｋが使用される。つ
まり、両方の場合において、車両から遠ざかるほど間引きがより強くなる。このｎの減少
またはｋの増加は、連続的または段階的に行うことができる。
【００５０】
　ｎまたはｋを用いてピクセル列を除外する方法は、移行領域および歪んだ広角領域内で
それぞれの画像を圧縮しつつ第１の画像の画角との歪みの整合を保つための、簡単で安価
な方法であり、計算の手間を比較的必要としない。
【００５１】
　その代わりに、またはそれに加えて、修正領域は、修正領域全体にわたって延びる修正
線を複数有してもよい。この場合、ピクセル列の除外について例を用いて上述したように
、たとえば修正線が走っているピクセルを除外することで修正領域を修正することができ
る。類似のやり方では、上に修正線が走っていないピクセルをそのままに残留させること
ができる。修正線は、線形の定数関数、非線形関数、または非定数の線形関数を描くこと
ができる。好ましい一実施形態では、複数の修正線は、それぞれの修正領域の境界線に平
行に走る。
【００５２】
　複数の画像は、それぞれの画像のために異なる画像センサーもしくは異なるカメラまた
は撮影用の部分ユニットを使用することにより、異なる解像度または異なる角度分解能で
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生成されてもよい。その際、第１の画像の解像度または角度分解能は、第２の画像の解像
度または角度分解能よりも高いことが好ましい。これは、運転者が通常の主ミラーおよび
広角ミラーの観察によって見慣れていること、つまり主ミラーでの表現が広角ミラーでの
表現よりも鮮明なことに対応するためである。また、この場合、車両に近い領域では、高
い精度で結像することができる一方、第２の画像は、修正された領域で一種の解像度の減
少が生じる。
【００５３】
　好ましい一実施形態によれば、広角方向は、商用車長手軸に実質的に直角で、かつ水平
である。これは、現在は広角ミラーによって一般に表現されている方向に対応している。
【００５４】
　共通画像内の修正領域の修正により、共通画像に表示される視野を少しの歪みだけで表
現することができる。このため、観察者に対して、車両周囲の視野のうち特に法的に定め
られた視野において、ほぼ現実に近い画像を提示することができる。また、共通画像内で
その時の走行状況にとって危険性のない領域の上に、危険性のある領域を的確に重ねて表
示することができるため、運転者の注意がこの挿入された危険性のある領域に向けられる
。
【００５５】
　運転室内の表示部は、Ａピラーに配置することが人間工学の観点から有利である。これ
は、Ａピラーの位置が、法定視野ＩＩおよびＩＶのための間接的な視覚システムを商用車
の運転者が期待する位置に実質的に対応しているためである。この表示部は、好ましくは
ディスプレイによって、または直接的にたとえばＡピラーもしくは別の車両構造部材に画
像を投影する投影装置によって、実現される。
【００５６】
　もちろん、１つの視覚システムを、運転者サイド領域のためにも同乗者サイド領域のた
めにも設けることができるし、両サイドの一方だけのために設けることもできる。両サイ
ドに１つの視覚システムを用いる場合、これを１つの視覚システムに組み合わせることが
できる。つまり、この場合、たとえば１つの計算部を両サイドのために利用するか、また
は２つの完全に互いに独立した視覚システムを用いることができる。
【００５７】
　好ましい一実施形態によれば、同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定
められた視野を商用車の運転室内で表示するための商用車用の視覚システムは、運転室内
の表示部と、取得部と、取得部によって取得された画像を加工処理して表示のために表示
部に与える計算部と、を含んでいる。取得部は、少なくとも、主ミラーの視野を内包する
第１の画像と、広角ミラーの視野のうち少なくとも主ミラーの視野の部分とは異なる部分
を内包する第２の画像と、を含む複数の画像を取得する。計算部は、第１の画像および第
２の画像が共通の視点を有するように、第１の画像および第２の画像を共通画像へと、互
いに継目なく直接的に隣り合うように組み立てる。このとき、第１の画像および第２の画
像の表現は、商用車の長手方向では揃っている。また、少なくとも第２の画像は、画像視
線方向に実質的に直角で、かつ水平である少なくとも１つの広角方向において、人間の目
が自然に知覚するよりも大きな広角画角を有するがゆえに歪んでいる。一方、第１の画像
は、第２の画像の広角方向において実質的に歪んでいない。少なくとも第２の画像は、少
なくとも修正領域において、広角方向での画像の伸びが減少するよう広角方向において修
正されている。計算部はさらに、複数の画像のうち第１の画像および第２の画像ではない
少なくとも１つの画像を共通画像に重ねる。
　以下に、添付の図に基づいて本発明を例示的に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明による視覚システムを示す図。
【図２】商用車の両サイドでの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野ならび
にフロントミラーおよびアンダーミラーの法的に定められた視野を上から見た概略図。
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【図３】商用車の、撮影部によって撮影されるバーチャルな視円錐を上から見た概略図。
【図４】第１および第２の画像のための１つの共通の撮影部を備えた例を示す図。
【図５】表示部での本発明による表示を示す図。
【図６】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図７】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図８】表示部での例示的な表示を示す図。
【図９】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１０】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１１】表示部での例示的な表示を示す図。
【図１２】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１３】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１４】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１５】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１６】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１７】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１８】表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図１９】表示部での本発明による例示的な表示を示す図。
【図２０】直線走行の際の表示部での本発明によるさらなる表示を示す図。
【図２１】図２０の表示から修正された、カーブ走行の際の表示部での表示を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　図１は、本発明に係る商用車用の視覚システム１０の概略図である。視覚システム１０
は、同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野を商用車の運転
室内で表示するための表示部２０を含んでいる。図１の概略図では、表示部２０の商用車
の運転室内での位置は示されていない。
【００６０】
　表示部２０は、計算部３８からデータを取得する。計算部３８は、取得部４０から入力
データが供給される。図１に示した一実施形態では、取得部４０は、４つのたとえばカメ
ラで構成される撮影部４１、４２、４３、４４を有し、画角が異なる第１の画像および第
２の画像を撮影部４１、４２によって取得し、複数のさらなる画像を撮影部４３、４４に
よって生成されるように形成されている。本実施形態では、第１のカメラまたは撮影部４
１が第１の画像を撮影し、第２のカメラまたは撮影部４２が第２の画像を生成する。第１
の画像は、主ミラーの視野を内包しており、好ましくは高い解像度で、実質的に歪みなく
、つまり人間の自然な知覚の画角に対応する画角で撮影される。一方、第２の画像は、少
なくとも１つの広角方向が人間の目が自然に知覚する画角より大きな画角を有しており、
広角ミラーの視野（視野ＩＶ）を結像している。また、第３のカメラまたは撮影部４３は
、たとえばフロントミラーの視野を内包するさらなる画像を撮影し、第４のカメラまたは
撮影部４４は、たとえばアンダーミラーの視野を内包するさらなる画像を撮影する。カメ
ラの代わりに、撮影部４１、４２、４３、４４が様々な画像センサーまたはその類似物に
よって構成されてもよい。
【００６１】
　本発明による視覚システムが車両の両サイドで適用される場合には、商用車の第２のサ
イドのために、（図１では示されていない）相応の追加的なカメラまたはその他の撮影部
が設けられるとともに、場合によってはさらなる別個の表示部が設けられる。もしくはそ
の代わりに、共通の表示部上で、商用車のそれぞれのサイドの画像を、たとえば線によっ
て分離して示してもよい。計算部３８は、車両の両サイドのために共同で使用されてもよ
いし、車両の各々のサイドに１つの別個の計算部を設けてもよい。
【００６２】
　図１ではさらに、本発明に係る視覚システム１０の代替的な一実施形態を、破線によっ
て示唆している。代替的な一実施形態では、取得部４０を構成する撮影部４１、４２、４
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３、４４の代わりに、取得部４０が１つの共通の撮影部４５によって構成される。この撮
影部４５も、カメラ、画像センサー、またはその類似物によって形成することができる。
この場合、撮影部４５は１つの画像を撮影する。このとき、この１つの画像は、主ミラー
の視野を内包する第１の画像および広角ミラーの視野を内包する第２の画像を含む複数の
画像を含有することが好ましく、したがって、大きな画角を有する広角機構によって撮影
されることが好ましい。この画角は、たとえば最大１８０°であることができ、たとえば
魚眼レンズを使用することで実現することができる。図１に破線によって示した実施形態
では、撮影部４５によって共同で撮影された１つの画像は、計算部３８に組み込まれた変
換ユニット３９に送られる。なお、変換ユニット３９をたとえば撮影部４５に割り当てて
も、ディスプレイ、つまり表示部２０に組み込んでも、または撮影部４５と計算部３８の
間に接続される別の機構として設けてもよい。
【００６３】
　図１に破線で示した実施形態では、変換ユニット３９は、撮影された画像を画像処理に
より、第１の画像、第２の画像、およびさらなる複数の画像に分離する。その際、第１の
画像は、撮影部４５によって共同で撮影された画像の画像中央から切り取られることが好
ましい。なぜならこの領域は実質的に歪んでおらず、かつ共同で撮影された画像は、画像
の中央にある領域で主ミラーの視野が結像されるように方向づけられているためである。
この場合、第２の画像は、たとえば第１の画像に直接的に隣り合って共通画像から切り取
られる。より具体的には、第２の画像は、第１の画像に隣り合う第１の画像の側縁領域の
うち商用車に面していない側の領域をカバーするように、かつ垂直方向に対応する画像高
さ方向において同じ広さを有するように、共通画像から切り取られる。この実施形態では
、計算部３８が第１および第２の画像を処理し、かつ処理した画像を共通画像として表示
させるために表示部２０に送る。このとき、撮影された画像全体は、第１の画像、第２の
画像、およびさらなる複数の画像に分解されてもよいし、撮影された画像がカバーしてい
る全域が、組み合わされた共通画像がカバーする全域より大きくてもよく、この場合は撮
影された画像の一部を使用しなくてもよい。
【００６４】
　図２は、商用車１の周囲の表示すべき視野の一部を示している。商用車１の周囲の表示
すべき視野には、たとえば左サイドの主ミラーの視野５１（視野ＩＩ）、左サイドの広角
ミラーの視野５２（視野ＩＶ）、右サイドの主ミラーの視野６１、および右サイドの広角
ミラーの視野６２が含まれる。さらに、フロントミラーの視野６３（視野ＶＩ）およびア
ンダーミラーの視野６４（視野Ｖ）が含まれてもよい。もちろん、商用車１用の視覚シス
テムを一方の車両サイドでのみ用いることもできる。つまり、たとえば右サイドの視野６
１、６２だけを視覚システム１０によって表示部２０に表示する一方、運転者サイドであ
る左の商用車サイドはミラーのような間接視界のための通常の手段を使用するなどして、
たとえば運転者位置が左サイドの場合は運転者が視認しづらい右サイドでのみ、視覚シス
テム１０を用いてもよい。
【００６５】
　図３および図４は、撮影部４１、４２、４３、４４、４５によって撮影される画角を概
略的に示している。
【００６６】
　図３に示す第１または第２の画像のために別々の撮影部４１、４２が設けられている実
施形態（図１で実線で示した実施形態に対応）では、カメラ（撮影部）４２が、カメラ（
撮影部）４１によって撮影される画角より大きな画角を有する第２の画像を生成する。図
３には、これらの画角を第２のカメラ４２の視円錐４６および第１のカメラ４１の視円錐
４７によって概略的に示している。図３に示すように、カメラ４１、４２は、車両サイド
領域３を一緒に撮影するように配置されることが好ましい。なお、車両サイド領域３の撮
影については、カメラ４１、４２の一方を適切に配置すれば十分である。この結果、商用
車サイド領域３（図３では、視認システムは例示的に左の商用車サイドに示してある）を
撮影することができ、表示部２０に表示される共通画像内に領域３を含めることができる
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。商用車サイド領域３は、図３に示す平面図において概略的に示されている。また、図３
に示したように、カメラ（撮影部）４３はフロントミラーの視野を内包するさらなる画像
を生成し、カメラ（撮影部）４４はアンダーミラーの視野を内包するさらなる画像を生成
する。このとき、カメラ４３は視円錐４８を撮影し、かつカメラ４４は視円錐４９を撮影
する。
【００６７】
　また、図４に示す実施形態（図１に破線で示した実施形態に対応）では、１つだけのた
とえばカメラのような撮影部４５が、（バーチャルな）視円錐４６と（バーチャルな）視
円錐４７の両方を内包する視円錐４８を撮影する。したがって視円錐４８は強い広角で撮
影される視円錐である。この視円錐４８では、図４に概略的に示したように、主ミラー視
界をカバーすべき（バーチャルな）視円錐４７が実質的に画像中央（視円錐４８の中央）
にあるとともに、商用車サイド領域３も一緒に結像されている。
【００６８】
　図５～図２１は、表示部２０に表示される共通画像２１の複数の形態を例示的および概
略的に示している。
【００６９】
　図５の表示部２０に示された共通画像２１は、第１の画像２２を含む。第１の画像２２
は、第１のカメラ４１およびその視円錐４７によって生成されるか、または撮影部４５に
よって共同で撮影された画像から視円錐４７に対応して切り取られる。共同で撮影された
画像から切り取られる場合は、好ましくは、共同で撮影された画像のその画像中央にある
ほぼ歪んでいない部分から切り取られる。また、共通画像２１は第２の画像２３を含む。
第２の画像２３は、たとえばカメラ４２によって生成された画像をベースとして作成され
るか、または撮影部４５によって共同で撮影された画像のうち、より強くもしくは明らか
に歪んでいる部分から視円錐４６に対応して作成される。共同で撮影された画像から切り
取られる場合は、共同で撮影された画像のうち、車両に面しておらず、第１の画像の歪み
より大きな画角の領域、または少なくとも１つの歪みを有する領域が使用されている。こ
れは、第２の画像２３が、第１の画像２２より歪んでいることを意味している。第１の画
像２２および第２の画像２３は、２つの異なる撮影部４１、４２によって撮影された画像
を表すことができる。
【００７０】
　図５の共通画像２１はさらに、共通画像２１の上側の画像領域に、第１の画像２２およ
び第２の画像２３に車両長手方向において隣り合って配置されているさらなる画像２５を
含む。また、共通画像２１は、下側の画像領域に、第１の画像２２および第２の画像２３
に車両長手方向において隣り合って配置されているさらなる画像２７を含んでいる。した
がって、画像２２、２３、２５、２７は、共通画像２１を構成しており、図５に一例を示
した実施形態では、すべてが共通の視点を有している。このとき、たとえば画像２５は後
方への水平視界または車両後部領域を表しており、画像２７は車両客室の後部領域の付近
の領域（たとえばホイールハウスなど）を表している。
【００７１】
　図面内でハッチングされている領域は、それぞれの画像の当該領域が修正されているこ
とを示している。たとえば、図５に示したハッチングは、画像２３、２５、２７の画像全
体がそれぞれ修正されていることを示している。この例では、共通画像２１は、第２の画
像２３全体を修正した領域である第１の修正領域２４を含んでいる。また、この第１の修
正領域２４内では、第２の画像２３の歪みが第１の画像２２の歪みとあまり異なっていな
いとともに、第１の修正領域２４は同時に画像幅方向（図５では左右方向）での広さに関
して間引かれて短縮されている。この間引きは、図５では少なくとも１つの左右方向であ
る広角方向において、第２の画像２３のｎ列ごとに１列のピクセル列を削除することによ
って行うことができる。
【００７２】
　また、画像２５、２７は、画像長手方向（図５では上下方向）において間引かれて短縮
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されている。共通画像２１は、この画像２５内に配置されている第２の修正領域２６を含
んでいる。画像２５は、第２の修正領域２６内で、図５では少なくとも１つの上下方向で
ある長手方向において、たとえば画像２５のピクセル列がｎ列ごとに１列削除されるよう
に、修正されている。同様に、共通画像２１は、画像２７内に配置されているさらなる第
２の修正領域２８を含んでいる。画像２７は、第２の修正領域２８内で、図５では少なく
とも１つの上下方向である長手方向において、たとえば画像２７のピクセル列がｎ列ごと
に１列除外されように、修正されている。
【００７３】
　さらに、図５に示すように、共通画像２１は、画像２２、２３、２５、２７を左右方向
にも上下方向にも実質的に画像を揃えて組み立てられている。
【００７４】
　たとえば第２の画像２３の歪みが第１の画像２２の歪みに近づいていくことに対応する
ように画像２３、２５、２７が修正されることにより、あまり歪んでいない領域から強く
歪んだ領域へ（図５の左から右へおよび上から下へ）と滑らかに移行させることができる
。これは、視覚システムの取扱いおよび運転者の位置認識にとって、特に共通画像２１に
表示される障害物に対する運転者の位置認識にとって、人間工学的に非常に有利であるこ
とが分かっている。特に、広角ミラーの視界全体が小さな空間で表示されており、第１お
よび第２の画像が互いに連続的な画像であるとともに、これらの画像が広角方向において
ほとんど継目がなく、かつ広角方向に直角な車両長手軸方向に対応する方向に沿っても揃
っているように組み立てられている場合に、人間工学的に非常に有利であることが分かっ
た。
【００７５】
　なお、図５には、第１の修正領域２４および第２の修正領域２６、２８がそれぞれ、広
角方向または長手方向において画像２３、２５、２７全体にわたって延びている場合の例
を示してある。ただし、第１の修正領域２４および第２の修正領域２６、２８は、それぞ
れの画像２３、２５、２７を部分的にしかカバーしなくてもよいことをここで明示的に確
認しておく。たとえば第２の画像２３に対応する第１の修正領域２４は、その広角方向で
の広さにおいて、広角ミラーの視野の少なくとも一部を内包する第２の画像２３の広角方
向での広さより小さくてもよい。同じことが第２の修正領域２６、２８に当てはまり、第
２の修正領域２６、２８は、その長手方向での広さにおいて、対応する画像２５、２７の
長手方向での広さより小さくてよい。このとき、第１の修正領域２４ならびに第２の修正
領域２６および２８は、それぞれの画像に隣り合う画像と境を接していることが好ましい
。
【００７６】
　図５に示す例では、画像２５および２７ならびに第２の修正領域２６および２８は、共
通画像２１の幅全体にわたって延びており、第２の修正領域２６、２８は、それぞれ長手
方向において、画像２２、２３および第１の修正領域２４に隣り合っている。
【００７７】
　図６は、表示部２０での表示のさらなる一例を示している。図６に示す例では、画像２
５および２７ならびに第２の修正領域２６および２８は、第１の画像２２の幅にわたって
のみ延びている。したがって、第２の修正領域２６、２８は、商用車の長手方向ではそれ
ぞれ第１の画像２２にのみ隣り合っており、第１の修正領域２４には広角方向において隣
り合っている。
【００７８】
　図７は、表示部２０での表示のさらなる一例を示している。図７の共通画像２１は、画
像２７および第２の修正領域２８が共通画像２１の左右側縁領域（画像サイド領域）の一
方で第１の画像２２の隣にある点で図６の共通画像２１と異なっている。また、図７に示
す例では、第２の修正領域２６と第２の修正領域２８、および第２の修正領域２６と第１
の修正領域２４が、少なくとも部分的に重なり合っている。
【００７９】
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　図８は、たとえばカメラ（撮影部）４３または４４によって撮影された画像２９が、好
ましくは危険性のない位置に挿入されており、かつ画像２２および２３に少なくとも部分
的に重なっている共通画像２１の一例を概略的に示している。挿入された画像２９は、図
８の例では修正領域なしで設けられているとともに、画像２９は画像２２および２３とは
直接的な関連はなく、画像２２および２３とは共通の視点を有していない。
【００８０】
　図９は、共通画像２１の表示の図８に類似の一実施形態を示している。図９に示す共通
画像２１の例では、画像２９が右上に挿入されている。図９に示す例では、画像２９の実
質的に幅方向（左右方向）に延びている第２の修正領域３０を含む画像２９が挿入されて
いる。画像２９は、たとえばフロントミラーの視野（視野ＶＩ）の少なくとも一部分を内
包している。
【００８１】
　図１０は、共通画像２１の表示の図９に類似の一実施形態を示している。図１０に示す
共通画像２１の例では、画像２９が右下に挿入されている。図１０に示す例では、画像２
９の実質的に長手方向（上下方向）に延びている第２の修正領域３０を含む画像２９が挿
入されている。画像２９は、たとえばアンダーミラーの視野（視野Ｖ）の少なくとも一部
を内包している。多くの実施形態で、共通画像２１は、図９の第２の修正領域３０を含む
挿入画像２９および図１０の第２の修正領域３０を含む挿入画像２９を含むことができる
。
【００８２】
　図１１には、第２の画像２３が、第１の修正領域２４において、広角方向にも商用車の
長手方向にも修正されている場合の例を示した。この場合、長手方向においても縮められ
ていることから、商用車の長手方向における第２の画像２３の広さは、この方向での共通
画像２１の広さ全体よりも小さい。
【００８３】
　図５～図１１では、修正領域２４、２６、２８、３０と非修正領域の間の移行部または
境界線、および複数の画像２３、２５、２７、２９どうしの間の移行部または境界線は、
共通画像２１上で明示的に表示されてはいない。つまり、図５～図１１に表現された移行
部または境界線は、共通画像２１の観察者には見えない。
【００８４】
　図１２は、共通画像２１の表示の図９に類似の一実施形態を示しており、この形態では
、第１の修正領域２４と非修正領域の間の移行部が、破線の境界線３１によって明示的に
表示されている。また、画像２９と画像２２および２３との間の移行部が、破線の画像境
界線３３によって表されている。図１２ではさらに、画像２９内にある第２の修正領域３
０が、さらなる破線の境界線３１によって示唆される。同様に、第１の画像２２と第２の
画像２３との境界は、図１２で示すように、境界線３１と同一の線種である破線によって
表示することができる。また、修正領域または画像を隣り合う非修正領域または隣り合う
画像から視覚的に切り離すため、破線の境界線３１や画像境界線３３の代わりに、実線、
点線、鎖線、または線のためのあらゆるその他の表現形式を使用してもよい。
【００８５】
　図１３～図１８は、表示に関するさらなる例を示している。これらの例では、境界線３
１は、観察者に見えるか見えないかにかかわらず、修正領域と非修正領域の間で非線形関
数または非定数の線形関数を描いている。
【００８６】
　図１３では、第２の画像２３の第１の修正領域２４と非修正領域の間の境界線３１がア
ーチ状であることが示されている。この例では、第１の画像２２と第２の画像２３の間の
画像境界線３３は、定数の線形関数として表現されており、この画像境界線３３は、さら
なる形態では非線形または非定数の線形であることができる。図１３では、第１の修正領
域２４は実質的に凸状に形成されている。
【００８７】
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　図１３にはさらに、修正領域２４が多数の修正線２４Ａを有していることが示されてお
り、この修正線２４Ａに沿ってそれぞれの画像の修正が行われる。図１３に示した例では
、修正線２４Ａは車両長手軸に平行に延びており、したがって境界線３１に平行には走っ
ていない。
【００８８】
　図１４に示す例では、図１３とは異なり、境界線３１が共通画像２１の上端から共通画
像２１の下端まで完全に延びているのではなく、境界線３１がアーチ状に形成されており
、共通画像２１の上端から共通画像２１の側端へと延びている。図１４に示した共通画像
２１の修正線２４Ａは、それぞれ非定数の線形関数を描いており、かつ境界線３１に平行
には走っていない。
【００８９】
　図１５に示す例では、第１の修正領域２４が実質的に凹状に形成されているとともに第
２の修正領域２６が設けられている。この第２の修正領域２６は、実質的に広角方向に延
びており、かつ第１の修正領域２４と少なくとも部分的に重なり合っている。第２の修正
領域２６の境界線３１はアーチ状であり、第２の修正領域２６は実質的に凸状に形成され
ている。図１５の第２の修正領域２６の修正線２６Ａは、非定数の線形関数を描いており
、かつ第２の画像２３の実質的に広角方向に走っている。
【００９０】
　図１６には、表示のさらなる例示的な一実施形態が示されている。図１６では、第２の
修正領域２４が、線形で定数の区間３１Ａおよびそれに隣接する非線形の区間３１Ｂから
構成された境界線３１を有している。図１６に示す例では、線形で定数の区間３１Ａは、
共通画像２１の上端から共通画像２１の中央領域に延びており、そこでアーチ状の区間３
１Ｂに移行し、アーチ状の区間３１Ｂは共通画像２１の下端まで延びている。図１６では
、修正線２４Ａが境界線３１に平行に走っていることが示されている。
【００９１】
　図１７および図１８では、さらなる表示の例が示されており、いずれの例においても、
第１の修正領域２４の境界線３１が非定数の線形関数を描いている。図１７に示す例では
、第１の修正領域２４の境界線３１が、共通画像２１の上端から斜めに共通画像２１の下
端へと延びている。一方、図１８に示す例では、第１の修正領域２４の境界線３１が、第
１の線形の区間３１Ａおよび第２の線形の区間３１Ｂから構成されており、これらの区間
はそれぞれ斜めに延びている。
【００９２】
　図１９には、画像２２、２３、２５、および２９から構成された共通画像２１の一例が
示されており、画像２９は第２の画像２３に少なくとも部分的に重なっている。図１９で
は、矢印２が商用車の前進方向を表示している。第２の画像２３は第１の修正領域２４を
、画像２５は第２の修正領域２６を、および画像２９はさらなる第２の修正領域３０を、
それぞれ含んでいる。画像２５には、後方の地平線７２および物体８２（たとえば木など
）が表示されている。図１９に示す例では、フロントミラーの視野を内包するとともに画
像２５に重なっている画像２９は、前方の地平線７４および物体８４（たとえば建物など
）を含んでいる。また、図１９に示す例では、第２の修正領域２６は、広角方向および長
手方向において画像２５全体にわたって延びているとともに、第２の修正領域３０は、広
角方向では画像２９の幅全体にわたって伸びている一方、長手方向には部分的にのみ延び
ている。
【００９３】
　また、図１９に示すように、共通画像２１には商用車サイド領域３Ａおよび商用車フロ
ント領域３Ｂが挿入されており、商用車サイド領域３Ａは第１の画像２２で、および商用
車フロント領域３Ｂは画像２９で、それぞれ表示される。これらの領域３Ａおよび３Ｂを
挿入することにより、運転者はさらに容易に位置認識することができる。また、図１９に
示す例では、位置認識のさらなる改善のため、第１の画像２２には、たとえば実線の形態
で車道端７０が含まれている。
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【００９４】
　図２０および図２１は、様々な走行状況に応じて共通画像２１を修正する様子について
説明するための図である。図２０は、商用車の直線走行中の共通画像２１の一例であり、
図２１は、右カーブ走行中の共通画像２１の一例である。直線走行中には図２０に示すよ
うに軌道が線形で定数の修正領域２４の境界線３１を、カーブ走行の際には、危険性のあ
る領域の視野を一時的に拡張するために、図２１に示すような非線形の軌道に修正するこ
とができる。境界線３１の軌道の修正は、たとえば速度その他の車両パラメータに応じて
行ってもよい。さらなる例では、境界線３１の軌道の修正を、商用車の運転者が手動で行
うこともできる。
【００９５】
　上述した視覚システム１０は、次の態様をとることもできる。
（態様１）
同じ車両サイドの主ミラーおよび広角ミラーの法的に定められた視野（５１、５２、６１
、６２）を商用車（１）の運転室内で表示するための商用車用の視覚システム（１０）で
あって、
　前記運転室内の表示部（２０）と、
　取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）と、
　前記取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）によって取得された画像を処理し
て表示のために前記表示部（２０）に与える計算部（３８）と、
　を備え、
　前記取得部（４０、４１、４２、４３、４４、４５）は、
　少なくとも、前記主ミラーの視野を内包する第１の画像（２２）と、前記広角ミラーの
視野のうち少なくとも前記主ミラーの視野とは異なる部分を内包する第２の画像（２３）
と、を含む複数の画像を取得し、
　前記計算部（３８）は、
　前記第１の画像（２２）および前記第２の画像（２３）が共通の視点を有するように、
前記複数の画像が互いに継目なく直接的に隣り合うように共通画像（２１）を組み立て、
　前記第１の画像（２２）および前記第２の画像（２３）は、
　前記商用車の長手方向では表現が揃っており、少なくとも前記第２の画像（２３）は、
画像視線方向に実質的に直角で水平な少なくとも１つの広角方向において、人間の目が自
然に知覚するよりも大きな広角画角を有するために歪んでいる一方、前記第１の画像（２
２）は、前記第２の画像の広角方向において実質的に歪んでおらず、
　少なくとも前記第２の画像（２３）が、少なくとも第１の修正領域（２４）において、
広角方向での画像の伸びが減少するよう広角方向において修正されており、
　前記共通画像（２１）は、
　前記第１の修正領域（２４）とは異なる少なくとも１つの第２の修正領域（２６、２８
、３０）を含んでおり、前記第２の修正領域では、前記複数の画像の少なくとも１つが、
前記商用車の長手方向および前記複数の画像の広角方向の少なくとも一方の方向において
、当該方向での画像の伸びが減少するように修正された、
　視覚システム。
【００９６】
（態様２）
修正領域（２４、２６、２８、３０）と非修正領域の間の境界線（３１）が、アーチ状の
非線形関数または非定数の線形関数を描く、
　態様１に記載の視覚システム（１０）。
【００９７】
　上述の好ましい実施形態は、これらの態様１および２に対しても適用することができる
。
【符号の説明】
【００９８】
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　１　商用車
　２　前進方向
　３Ａ　商用車サイド領域
　３Ｂ　商用車フロント領域
　１０　視覚システム
　２０　表示部
　２１　共通画像
　２２　第１の画像
　２３　第２の画像
　２４　第１の修正領域
　２４Ａ　修正線
　２５、２７、２９　画像
　２６、２８、３０　第２の修正領域
　２６Ａ　修正線
　３１　修正領域と非修正領域の間の境界線
　３１Ａ　（境界線の）第１の区間
　３１Ｂ　（境界線の）第２の区間
　３３　画像間の境界線
　３８　計算部
　３９　変換ユニット
　４０　取得部
　４１、４２、４３、４４、４５　撮影部
　４６、４７、４８、４９　視円錐
　５１、５２、６１、６２、６３、６４　視野
　７０　車道端
　７２　後方の地平線
　７４　前方の地平線
　８２、８４　物体
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